








　季節も秋に変わり、Ｔシャツ１枚といういで立ちから、上着やシャツを重ねおしゃれを楽しめる季節となりました。そん

な中、我が寮のおしゃれさんといえば…何人かの利用者さんの顔が浮かんできます。「洋服！」といえば、さくら棟の女性

Ｈさん。ちょっと気分が落ち込んでいる時も、大好きな服の話になると、パッと表情が変わり笑顔がこぼれます。もちろん

洋服のチェックも日夜行っておられます。

　通所の男性Ｔさんは毎週金曜日「キメ」の赤い服での登場です。Ｔさんの赤い服を見ると「今日は金曜日だ」と曜日の確

認が出来ます。でも、赤い服は、勝負服の赤？週末の締めの赤？真相はまだ確認できていませんがすごくお似合いです。

　ひまわり棟の男性Ｙさんは、あれ～？お風呂上りですが、入る前と同じ服着てませんか？いえいえ、お気に入りの赤色の

シャツは１枚じゃありません。ちゃんと洗濯したての服を着ていますよ！毎日好きな服を着て過ごしたいですもんね。

　ひまわり棟男性のＨさんは普段からシャツとスラックスで過ごされています。寒くなると上にはジャケットを着て、時々

トレンチコート姿も見かけられます。そういえば、スウェットやジャージ姿は見たことがありません。日々の服装にはＨさ

んの個性が光っています。

　ご紹介した利用者さん以外でも、お気に入りの服を着た日には「見てみて」と職員に会う度に服をアピールしたり、おし

ゃれに関心がある方がたくさんいらっしゃいます。自分のお気に入りの服や新しい服を着るとなんとなくウキウキしません

か？「似合いますね」と声を掛けられるとその日一日が楽しくすごせると思いませんか？おしゃれは日々の暮らしを豊かに

してくれます。私たち職員も、いつもジャージ姿で過ごすのではなく、たまにはおしゃれして気分を上げていきましょう！

　９月10日、地元の高校生や看護学生を対象とした天草青年会議所主催の企業

説明会が天草市民センターにて開催され、当法人も初めての試みでありました

が、法人ＰＲも兼ねて出展致しました。

　今どこの業界も人手不足で、より活躍する人材を確保したいと積極的に採用

活動を行い、今や就職市場は「超売り手市場」と言われています。福祉の現場

も例外ではなく、人材不足が深刻で、待っているだけでは良い人材は来てくれ

ません。こちらから積極的に仕掛け、将来の担い手となる若者や学生を獲得していかなければなりません。今は福祉施設

も一般企業と同じように合同説明会に参加したり、同業種での就職フェアなどを行ったりと、少しでも良い人材を獲得し

ようとする動きが見られるようになっています。しかし、福祉施設の仕事と考えた時どうしても世間やメディアなどでも

言われている「３Ｋ（きつい、汚い、給料が安い）」というマイナスイメージがあります。事実今回の説明を聞いてくれ

た高校生もそういうイメージを持たれている方がいました。でも実際はどうでしょうか。確かに３Ｋのような側面は、受

け止め方によってはあるかもしれません。しかし、現場で働いている私達はそれを常に感じながら仕事をしているでしょ

うか。もしそうであるならば、この仕事を続けることが出来ません。私達は今も日々利用者の方の支援をさせて頂いてい

ます。それは３Ｋ以上の喜びがこの仕事に感じられるからだと私は思います。障がいのある方は一人では出来ないことが

たくさんあります。その部分を私達が補うことで一緒に出来た、利用者の方と心が通じ合った時に見せる笑顔がなにより

の喜びになり、この仕事のやりがいに繋がります。マイナスイメージの３Ｋを、福祉の仕事をしている私達がこれから変

えていかなければならないと思います。そしてたくさんの人に福祉の仕事の素晴らしさを分かって貰いたいです。

（松下加津美）

（松浦　徳彦）

天草医療・福祉合同企業説明会

「ニコリホット」とは、日々の利用者さんの生活の中で、思わず「にこり」と笑顔になったり、「ホッ」と安心できるような

ポジティブな出来事。そんな心温まるエピーソドをご紹介させていただきます。
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